
　　　　　

　　　　　
　　　　　
　　　　　

　　　　　
　　　　　

令和8（2026）年5月17日（日）
10時30分受付
住吉商業高等学校　食堂

①令和7（2025）年度事業報告・決算・監査報告
②役員改選
③令和8（2026）年度事業計画・予算案審議

お弁当とソフトドリンクとお菓子・
ビンゴゲームで楽しく懇親を深めます
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日 時

会 場

総　会 午前11時～

懇親会 午前11時３０分～

5月8日（金）までに、同封『返信はがき』に85円切手を貼付して、
必ず出席のご返信お願い申しあげます。

出席される方は

こちらに
アクセス！

令和7年・8年卒業生 無料　左記以前に卒業された方と教職員
お一人様　2,000円（当日、受付でお支払い下さい。）

参加者

出席
右のQRコードより申し込みできます。

　  同窓会総会 並びに懇親会
のご案内　  同窓会総会 並びに懇親会
のご案内　　令和８年度

　　令和８年度

現
在
の
写
真
に
よ
る

住
商
紹
介



　

本
年
、初
冬
の
か
つ
て
な
い

寒
波
と
大
雪
を
乗
り
越
え
て

迎
え
た
春
、万
物
が
芽
吹
き
、

歓
び
の
花
開
く
美
し
い
待
望

の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、お
健
や
か
に
ご
活

躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。常
日
頃
変
わ
ら
ぬ
皆

様
の
真
心
の
ご
支
援
・
ご
協
力

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
こ
の
一
年
間
の
事
業

報
告
を
致
し
ま
す
。

１
．同
窓
会
報
第
３５
号
の
発
行
。

２
．総
会
並
び
に
懇
親
会
の
開

　

  

催
。

３
．在
校
生
の
活
躍
に
よ
っ
て
、

　

全
国
大
会
出
場
へ
の
支
援
。

４
．韓
国
の
高
校
と
母
校
の
交

　

換
会
で
の
記
念
品
贈
呈
の

　

  

支
援
。

５
．卒
業
生
優
秀
者
表
彰
と
記

　

  

念
品
の
贈
呈
。

以
上
と
な
り
ま
す
。

会
報
は
今
回
で
３6
号
に
な
り

ま
す
。デ
ザ
イ
ン
も
検
討
し
て
、

お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
て

お
り
ま
す
。こ
れ
も
会
員
の
皆

　

 
 

　

　

　

　

　

前　佳世子
中塚　一夫
広田　正博
大鳥　昌子
宗像眞砂子
石村　慎一
吉田　聖子

17期

21期

25期

30期

33期

30期

27期

25期

6期

21期

14期

23期

24期

田中千枝子
後藤　　雄
馬場　　昇
杉浦　　勇
玉岡　照宏
古橋　忠男

「　 ご卒業おめでとう！」

同窓会賞を
贈呈しました!

　

同
窓
会
会
長

前  

佳 

世 

子

　卒業式を目前にした2月26日に、母校体育館
で同窓会賞を贈呈しました。同窓会の事業として、
在校生が勉学に励むように行っています。
　今年は、全国商業高等学校協会主催各種検定
1級3種以上の取得者は同窓会優秀賞として3名、
同1級の1又2種目の取得者は同窓会賞として
14名の計17名に贈呈しました。

2026（令和8）年2月27日、第78回卒業
証書授与式が住吉商業高校体育館で開
催されました。137名（男子37名、女子
100名）の生徒が巣立っていきました。
　卒業生の答辞で、高校生活の思い出に
コース別の学習活動が具体的に盛り込
まれるとともに、家族の支え、学校内での
互いの協力等に対し、感謝の気持ちがあ

ふれ、感動的な式となりました。
　卒業された皆さんは進学、就職と違った
道を歩まれますが、これからの活躍を期待
しています。
　同窓会として、卒業証書授与にあたり、
全員に証書ホルダーを贈呈しました。
　同窓会から前会長、大鳥副会長、広田
副会長が来賓として出席しました。

（役職・名前・卒業期）令和 8年度 役員一覧（案）
会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副 会 長

書 記

会 計

会計監査

相 談 役

相 談 役

参 与

参 与

参 与

会
長
あ
い
さ
つ

住商、卒業式を挙行

様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
と
有

難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。会
報

の
郵
送
に
つ
い
て
、郵
送
料
や

印
刷
費
の
値
上
り
で
負
担
が

増
し
、個
人
情
報
の
管
理
に
関

し
ま
し
て
大
変
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
も
皆
様
よ
く
ご

存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。多

く
の
会
員
の
皆
様
が
会
報
を

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
を
励
み
に
、記
事
集
め

か
ら
編
集
・
企
画
、発
行
と
本

当
に
大
変
な
作
業
で
す
。会
報

の
印
刷
及
び
郵
送
部
数
の
適

正
化
に
手
探
り
な
が
ら
取
り

組
み
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の

掲
載
等
へ
の
切
り
替
え
も
継

続
し
て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
も
諸
事
情
を

ご
理
解
い
た
だ
き
お
願
い
す
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。ま
た
、

皆
さ
ん
の
近
況
報
告
な
ど
同

窓
会
宛
に
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
、母
校
在
校
生
た
ち
の
幅

広
い
人
材
の
輩
出
に
は
目
を

見
張
る
勢
い
と
驚
き
が
あ
り

ま
す
。全
日
本
高
校
ボ
ー
リ
ン

グ
選
手
権
全
国
大
会
、全
国

高
等
学
校
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス

ト
、全
国
商
業
高
等
学
校
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場

さ
れ
て
お
り
、経
済
的
負
担
を

考
え
て
支
援
を
い
た
し
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、後
輩
た
ち
の

さ
ら
な
る
活
躍
を
楽
し
み
に
一

層
の
応
援
を
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、韓
国
の
メ
ヒ
ャ
ン
情

報
女
子
高
校
と
の
交
流
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
ソ

ウ
ル
映
像
高
校
、京
畿（
キ
ョ

ン
ギ
）商
業
高
校
と
の
交
流
も

実
施
さ
れ
、大
阪
府
内
で
も

母
校
が
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
い
た

し
ま
す
。

　

揺
る
ぎ
な
き
伝
統
と
歴
史

の
中
で
、今
も
変
わ
ら
ぬ
同
窓

生
の
傘
寿
代
、卒
寿
代
の
皆
様

の
ご
活
躍
も
い
き
い
き
と
光
っ

て
お
り
ま
す
。さ
ら
な
る
ご
健

康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

毎
年
の
総
会
の
席
上
で
全

員
合
唱
す
る
住
商
校
歌
は
、魔

法
の
よ
う
に
時
空
を
超
え
て
心

と
心
を
つ
な
ぎ
、時
と
時
を
合

わ
せ
て
く
れ
ま
す
。私
た
ち
同

窓
会
執
行
部
も
仲
良
く
力
を

合
わ
せ
て
前
進
し
て
参
り
ま

す
。今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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校 

長

永  

田  

夏  

穂

ご
挨
拶

「
軽
音
楽
部
（
元
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
）

　
　
　
　
　
　
全
国
大
会
出
場
」

　

新
し
い
年

度
を
迎
え
、

同
窓
会
の
皆

様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
素
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
温

か
い
ご
理
解
と
力
強
い
ご
支
援
を

賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。
　

昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
厚
情
が

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
挑
戦
を
支
え
、

大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
各

種
資
格
試
験
に
挑
ん
だ
生
徒
た
ち

へ
の
祝
福
は
、
努
力
を
積
み
重
ね
て

合
格
を
手
に
し
た
生
徒
に
と
っ
て
、

自
信
と
誇
り
を
育
む
何
よ
り
の
後

押
し
と
な
り
ま
し
た
。
資
格
取
得

は
卒
業
後
の
進
路
に
も
直
結
し
、

生
徒
た
ち
の
未
来
を
切
り
開
く
大

き
な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、軽
音
楽
部
や
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
全
国
大
会
に

出
場
し
た
際
の
激
励
に
つ
き
ま
し

て
も
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
活
動
に
か
か
る
負
担
は
生

徒
や
保
護
者
に
と
っ
て
決
し
て
小

さ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、皆
様
の
温
か

い
ご
支
援
に
よ
り
、生
徒
た
ち
は
心

置
き
な
く
全
力
で
舞
台
に
立
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。全
国
の
舞
台
で

得
た
経
験
は
、
技
術
面
の
み
な
ら

ず
、仲
間
と
つ
く
り
上
げ
る
喜
び
や

挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
と
い
っ
た
か

け
が
え
の
な
い
学
び
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
か
ね
て
か
ら
ご
支

援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
韓
国
の

高
等
学
校
と
の
交
流
活
動
に
つ
き

　

本
校
軽
音
楽
部（
元
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
部
）は
、２
０
２
５
年
８

月
に
開
催
さ
れ
た「
第
12
回 

全

国
高
等
学
校
軽
音
楽
コ
ン
テ
ス

ト
」に
大
阪
府
代
表
と
し
て
選
出

さ
れ
ま
し
た
。本
大
会
は
全
国
か

ら
選
抜
さ
れ
た
実
力
校
が
集
う
、

高
校
軽
音
楽
界
に
お
け
る
最
高

峰
の
舞
台
の
１
つ
で
す
。本
校
か

ら
は
バ
ン
ド「
み
ー
て
ぃ
あ
」が
オ

リ
ジ
ナ
ル
楽
曲『
ア
イ
ビ
ー
』を

携
え
て
出
場
し
ま
し
た
。日
頃
の

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

住
吉
商
業
高
校
ら
し
い
優
し
く

温
か
な
気
持
ち
に
な
る
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
。全
国
の
強
豪
校

と
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、技
術
面

だ
け
で
な
く
、音
楽
を
通
じ
た
表

現
力
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要

性
を
再
認
識
す
る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。全
国
の
大
舞
台

で
演
奏
し
き
っ
た
経
験
は
部
員

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
と

な
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
出
演
で
き
る
状

況
に
よ
り
、大
会
だ
け
で
な
く

「
２
０
２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会

（
大
阪
・
関
西
万
博
）」に
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
含
む
４
度
の
出
演
や

テ
レ
ビ
番
組
に
も
３
度
出
演
す

る
な
ど
、と
て
も
貴
重
な
機
会
も

体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
経
験
を
糧
に
、今
後

は
さ
ら
に
表
現
の
幅
を
広
げ
、地

域
の
方
々
や
応
援
し
て
く
だ
さ

る
皆
様
に
感
動
を
届
け
ら
れ
る

よ
う
、日
々
の
活
動
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
同
窓
会
の
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

軽
音
楽
部
顧
問
　吉 

村 

健 

治

7年度
令和

ま
し
て
は
、い
よ
い
よ
今
年
度
本
校

生
徒
が
韓
国
の
姉
妹
校
を
訪
れ
る

こ
と
と
し
て
お
り
、生
徒
は
も
と
よ

り
、
私
自
身
も
た
い
へ
ん
楽
し
み
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
び

の
交
流
で
生
徒
た
ち
が
異
な
る
文

化
や
価
値
観
に
触
れ
、
視
野
を
大

き
く
広
げ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、学
校
は
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
近
年
は
生
徒
数
が

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
新
入

生
は
高
校
生
活
へ
の
期
待
と
不
安

を
抱
え
な
が
ら
、２
年
生
、３
年
生

は
新
し
い
目
標
を
持
ち
、さ
ら
な
る

成
長
を
め
ざ
し
な
が
ら
、日
々
の
学

校
生
活
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

創
立
以
来
、「
誠
実　

明
朗　

進

取
」の
校
訓
の
も
と
、
地
域
に
根
ざ

し
た
学
校
と
し
て
歩
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
そ
の
歩
み
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
の
が
、
同
窓
生
の
皆

様
で
あ
り
、皆
様
の
温
か
な
ご
支
援

の
歴
史
が
、今
の
生
徒
た
ち
の
活
躍

を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
徒
の
可
能
性
を

最
大
限
に
引
き
出
し
、
よ
り
豊
か

な
教
育
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、同
窓
会
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い

年
度
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

卒業生 進路状況（令和8年1月31日現在）

男

女

計

就職
16

46

62

14

10

24

0

4

4

6

26

32

1

14

15

37

100

137

大学 専門学校 未定･その他短大 計
武 

江 

信 

之

進
路
指
導
主
事

進
学
に
つ
い
て
は
総
合
型
選

抜
と
指
定
校
推
薦
入
試
で
の

合
格
が
多
く
、ほ
と
ん
ど
の

者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

就
職
に
つ
い
て
は
求
人
数

が
増
加
し
、有
効
求
人
倍
率

も
高
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

内
定
率
は
例
年
以
上
の
好
結

果
で
、希
望
者
全
員
内
定
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
新
社
会
人
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

大阪商業大学、大阪経済法科大学、大阪大谷大学、大阪総合保育大学、桃山学
院大学、相愛大学、大阪国際大学、京都芸術大学、新潟産業大学、阪南大学

大阪常磐会大学短期大学部、関西外国語大学短期大学部、堺女子短期大学

大阪ＥＣＯ動物海洋専門学校、大阪教育福祉専門学校、大阪歯科衛生士専門学校、
大阪調理製菓専門学校、大阪動物専門学校天王寺校、大阪農業園芸・食テクノロジー
専門学校、大阪ビューティーアート専門学校、大阪ベルェベルビューティ＆ブライダ
ル専門学校、大阪法律公務員専門学校、新大阪歯科技工士専門学校、専門学校大
阪デザイナーアカデミー、中央工学校ＯＳＡＫＡ専門学校、理容美容専門学校西日
本ヘアメイクカレッジ、関西ビューティプロ専門学校、関西看護専門学校 他

日本郵便、住之江興業、住友重機械ギャボックス、太平製
作所、ディンプル、NISSHO、中川鋼管、メディカルかるがも、
ＳＢＳロジスター、サンオーシャン、フルタ製菓、大阪貯蓄信
用組合、松本機械製作所、中嶋産業、東果大阪、東芝エレベー
タ、梅南鋼材、エムアールエスコンサルタント、太平洋總業サー
ビス、ニチイ学館、継栄クリニック、アート引越センター、谷
村実業、松岡、コダマ樹脂工業、トーヨーコーポレーション、
藤原産業、ロワール、ダイハツ工業、宮脇鋼管、山崎製パン、
錦城護謨、間口ジェネラルサービス 他

＜就職＞＜進学＞
主な進路先

◇大学の部

◇短大の部

◇専門学校の部
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令和 7
（2025）
年  度

同
窓
会
総
会
並
び
に

同
窓
会
総
会
並
び
に

同
窓
会
総
会
並
び
に

同
窓
会
総
会
並
び
に

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

　５月１8 日（日）午前 11 時、母校食
堂にて令和7年度の総会を開催しました。
前会長が挨拶を行い、総会・懇親会の
開催と会報発行の２大事業を進めている
こと、郵便費用の上昇により、会報の発
送数の削減にもかかわらず、総会に多く
の方が参加されたことにお礼を述べまし
た。また、昭和２５年卒で、長年、同窓
会の協力金を寄付されている方を訪問
し、卒業時に当時の校長の縁で南海ホー
クスの選手となり、球団の役員になった
ことをお聞きし、住商愛を感じたことを話
されました。
続いて、顧問
の永田校長に
ご 挨 拶を賜
り、全校生徒
が４３０人余り
の時代になっ

たが、住商を
発展させたい
という思いの強
いものでした。
　総会では令
和 6 年度決算

報告・監査報告で始まり、承認されまし
た。同窓会役員について、メンバーは変
わりませんが、役職の交代があり、承認
されました。
　引き続き令和 7 年度事業計画・予算
の趣旨説明・提案を行い、すべて承認
され、総会は成功裡に終了しました。

総  会第１部第１部
会長あいさつ

総会会計報告
永田校長
ごあいさつ

参加された方から感想
をいただきました。主な
内容をご紹介します。

年齢を重ねると同期生には会えませ
んでしたが、若い卒業生は元気一

杯であっとうされました。元気にいるかぎ
り参加したいと思っています。

校舎､グラウンド 思い出
す所もあり。少子化で

学校も大変ですが､クラブ が
んばって欲しい。

久しぶりの学校 な
つかしかったで

す。来年も参加させて頂
きたいと思います。

初めて参加させていた
だき、とても楽しかっ

たです。久しぶりにお会いし､
なつかしかったです。

校歌をうたえたこ
と、とてもよかっ

たです。同級生と会えて
よかった。

お弁当にお菓子､
歌にビンゴゲー

ム､楽しませていただ
きました。
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懇親会
　総会終了後、懇親会が開催されまし
た。幅広い年代の方が出席され、同窓会
ははじめてという方もおられました。昭
和、平成卒の方や令和６年卒の方が出
席されました。
　来賓に石井雅宏第１７代校長からご挨
拶を賜り、北村宏貴前校長が皆さんの健
康を祈念して乾杯の音頭をとっていただ
きました。
　今回はシンガーソングライターの美波
ゆずはさんのミニコンサートを行い、１７
歳の若さを発揮、アンコールの声に応え
ていただきました。
　恒例のビンゴゲームでは、昨年卒の参
加者や役員の皆さんの運営で、恩師や
卒業生、退職された教職員のみなさんが
賞品の獲得に盛り上がりました。
　来賓の皆様、ご協力頂いた皆様、ご出
席いただいた皆様まことにありがとうござ
いました。
次回の総会･懇親会でお会いいたしま
しょう。

第2部
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楽 しく過ごさせて
もらいました。な

つかしい友人とも会え
ました。

美 波ゆずはさん 歌声 大
変良かったです。元校

長の石井さんの挨拶良かった
です。

久しぶりに学校
に来ました。

娘もお世話になりま
した。

総 会は初めてですが
元気で参加するこ

とができて大変うれしく
思います。友人と会え､お
しゃべりをして楽しくすご
せました。

元気な友の顔が見れて良かっ
たです。かわいい17才のラ

イブコンサートが聞けてアンコール
まで叶えてくれてありがとう♡

90 才の大先輩のお姿
を拝見させて頂き

勇気をもらいました。卒業
生にプロ野球選手がいらっ
しゃるのを聞きうれしく思
いました。

50年ぶりに住ノ江駅に着いたら、変わっ
ていてびっくりしました。し
ばらく方向がわからずウロ
ウロしました。皆さんに会
えてうれしかったです。全
体の同窓会もいいもんで
すね。楽しかったです。

学生時代に戻った気
がしました。母校。

恩師、同級生は大切にした
いと思います。また、参加
させて下さい。校歌は毎
年、同窓会で歌おう！（なん
か嬉しくて涙出たワ）

定期的に参加させてい
ただいております。

毎年和やかで良いですね。

玉岡先生にも会えてすご
く嬉しかったです。友

達にも会えるので、来年も参
加したいなと思います。

いつも幹事様ありがとう
ございます。今年も楽

しい一日を過ごせました。ま
た来年も参加します。

沢山の方の参加で楽し
い総会・懇親会でし

た。17才の歌も本当に良
かったです。

業生の方の住商を
想う気持ちが伝わり

ました。これからも住商に
入学される方が増えて､さ
らに賑やかな懇親会のなる
ように願います。お弁当も
美味しかったです。

卒

石井第17代校長 ごあいさつ

北村前校長 乾杯のご発声

美波さん ビンゴ風景



毎
年
、ク
ラ
ス
会
を
や
っ
て
い
ま
す
！

毎
年
、ク
ラ
ス
会
を
や
っ
て
い
ま
す
！

第
14
期 

昭
和
37
年
卒  

3
年
G
組

 

1　役員会（開催は4月26日、5月11日、7月5日、11月22日、1月23日、2月21日、3月21日の6回）      
2　実施した事業の報告      

毎年のクラス会の写真蔵出し

前会長とともに梶田睦さんを訪問

日本シリーズ当時のペナント

　

高
二
の
あ
る
日
、学
校
に
居
る
の
が

ど
う
し
て
も
厭
に
な
り
職
員
室
の
前

で
一
礼
し
て
松
山
先
生
の
座
っ
て
お
ら

れ
る
前
に
行
き「
先
生
、母
が
午
後
か

ら
用
事
が
有
る
の
で
早
引
き
し
て
来

な
さ
い
と
言
い
ま
し
た
の
で
」、先
生
は

気
前
よ
く「
そ
う
か
？
ワ
カ
ッ
タ
！
」

と
一
言
。

　
ホ
ッ
と
し
て
深
々
と
頭
を
下
げ
逃
げ

る
よ
う
に
立
ち
去
ろ
う
と
２
〜
３
歩

し
た
ら
背
後
か
ら「
あ
と
か
ら
電
話
す

る
か
ら
な
」ど
っ
と
汗
を
か
き
帰
宅
し
、

い
つ
掛
か
っ
て
く
る
か
解
ら
な
い
電
話

に
ビ
ク
ビ
ク
し
て
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、

結
局
掛
か
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

恥
の
も
う
一
つ
。高
三
の
期
末
テ
ス

ト
の
頃
、ク
ラ
ス
メ
ー
ト
は
必
死
に
猛

勉
強
中
。私
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
載

せ
る〝
寄
せ
書
き
〞の
デ
ザ
イ
ン
を
頼

ま
れ
、な
ん
と
な
く
筒
に
巻
い
た
白
い

ハ
ト
ロ
ン
紙
を
受
け
と
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。色
々
思
案
の
末
、松
山
先
生

の
漫
画
チ
ッ
ク
な
似
顔
絵
を
描
き
ま

し
た
。

　

今
、八
〇
歳
を
過
ぎ
て
思
う
事
は

〝
先
生
は
ど
う
思
わ
れ
た
か
？
〞。一
度
、

お
会
い
し
て
お
詫
び
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
う
ち
に
、先
生
は
逝
か
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。時
々
、想
像
し
て
は
胸
を

嚙
む
ば
か
り
で
す
。

　

薫
陶
を
受
け
た
三
年
間
。ベ
タ
ベ
タ

し
た
所
が
決
し
て
無
く
、嘘
は
駄
目
だ

よ
と
、さ
り
げ
な
く
見
守
っ
て
下
さ
っ

た
先
生
で
し
た
。

　

ジ
ワ
ジ
ワ
と
先
生
の
愛
育
が
沁
み

て
私
達
三
年
Ｇ
組
は
八
十
代
に
な
っ
て

も
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
く
、仲
よ
し
で

別
れ
て
も
、す
ぐ
会
い
た
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

だ
か
ら
来
年
の
ク
ラ
ス
会
も
も
う

決
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

楽
し
い
学
園
生
活
を
送
れ
ま
し
た

か
。良
き
友
、良
き
友
人
を
得
ら
れ
た

方
は
今
後
の
人
生
に
お
い
て
得
が
た

い
宝
で
す
。十
八
歳
の
貴
方
々
が
平
等

に
得
ら
れ
た
権
利
、参
政
権
。決
し
て

疎
か
に
し
な
い
で
選
挙
に
は
必
ず
投

票
を
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
に
頼
ら
ず
、複
数

の
情
報
の
中
で
自
己
判
断
を
。

　

さ
て
住
商
も
後
何
年
で
廃
校
？
寂

し
い
で
す
ね
。少
子
高
齢
化
と
い
う
社

会
状
況
の
中
、商
業
高
校
の
必
要
性

は
。私
学
の
商
業
高
校
は
大
阪
に
何

校
。無
償
化
に
な
れ
ば
ど
う
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
の

伝
統
高
校
も
独
自
性
が
無
け
れ
ば
廃

校
に
。特
に
今
後
の
住
商
な
ど
は
教

育
改
革
の
進
む
中
、就
職
、進
学
実
績

や
同
窓
会
組
織
を
維
持
で
き
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。終
活
状
況
に
入
る
無

力
の
卒
業
生
の
一
人
言
で
す
。サ
ビ

シ
ー
イ
！
グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク
、ウ
マ
年
で

す
。ホ
ッ
プ
、ス
テ
ッ
プ
、ジ
ャ
ン
プ
。

今
回
は
、二
〇
二
五（
令
和
七
）年
一
〇
月
二
十
三
日
に
、Ｇ
組
の
ク

ラ
ス
会
を
大
阪
市
港
区
に
あ
る
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
大
阪「
割
烹
み
な

と
」で
開
催
し
、男
性
十
一
名
、女
性
四
名
の
計
十
五
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。こ
こ
数
年
は
毎
年
や
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
慣
れ
た
も
の

で
気
楽
に
楽
し
く
参
加
さ
て
い
ま
す
。今
年
は
母
校
の
同
窓
会
の

懇
親
会
で
、学
年
同
窓
会
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
母
校
の「
同
窓
会
の
懇
親
会
」に
合
わ
せ
、

学
年
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、参
加

し
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
会
報
の
記
事
を
見
て
、参
加
さ
れ
る
方
は
同
封
は
が

き
で
返
信
し
て
下
さ
い
。

林 

寿
美
子 
（
旧
姓
向
井
）

阿
部 
俊
一
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昨
年
６
月
10
日
、前
会
長
と
と
も
に
、住
商
野
球
部
Ｏ

Ｂ
で
あ
り
、元
南
海
ホ
ー
ク
ス
球
団
取
締
役
の
梶
田
睦
さ

ん
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

梶
田
さ
ん
は
南
海
ホ
ー
ク
ス
の
選
手
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
後
、フ
ロ
ン
ト
マ
ン
と
し
て
39
年
間
に
わ
た
り
球
団

運
営
に
携
わ
り
、マ
ネ
ジ
ャ
ー
、営
業
担
当
、ダ
イ
エ
ー

ホ
ー
ク
ス
取
締
役
編
成
本
部
長
を
歴
任
さ
れ
た
、ま
さ
に

ホ
ー
ク
ス
の
歴
史
を
知
る〝
生
き
字
引
〞と
も
言
え
る
存

在
で
す
。

　

当
日
は
、ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ【
総
監
督
】長
嶋
茂
雄
氏
と
、

ホ
ー
ク
ス【
総
監
督
】野
村
克
也
氏
が
率
い
る
Ｏ
Ｂ
戦
に

出
場
さ
れ
た
こ
と
。さ
ら
に
、１
９
５
９
年
10
月
31
日
、南

海
ホ
ー
ク
ス
が
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
を
４
連
勝
で
下
し
、

球
団
初
の
日
本
一
に
輝
い
た
際
、大
阪
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト・
御
堂
筋
に
お
い
て
、日
本
プ
ロ
野
球
史
上
初
と
な
る
優

勝
パ
レ
ー
ド
が
開
催
さ
れ
、そ
の
準
備
に
携
わ
ら
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
、鶴
岡
一
人
監
督
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、立
教
大
学

出
身
で
活
躍
さ
れ
た
杉
浦
忠
さ
ん（
投
手
）と
長
嶋
茂
雄

さ
ん(

三
塁
手
）の
貴
重
な
お
話
し
な
ど
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。今
回
の
訪
問
を
通
じ
て
、プ
ロ
野
球
の
発
展
の

裏
側
に
は
多
く
の
人
々
の
努
力
と
情
熱
が
あ
っ
た
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

母
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、長
年
に
わ
た
り
球
界
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
先
輩
の
存
在
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
大
き

な
誇
り
で
あ
り
、後
輩
た
ち
へ
の
大
き
な
励
み
と
な
る
と

思
い
ま
す
。

同
窓
生
に
プ
ロ
野
球
選
手
が

  

い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か

同
窓
会
書
記
　
石
村
　
慎
一

昭
和
37
年
卒
業（
第
14
期
生
）の

　
　
　
　
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
‼

担
当（
Ｇ
組
）　
杉
浦 

勇



令和7（2025）年度事業報告

令和 7 年度 同窓会会計決算書

令和 8 年度　同窓会会計予算書

令和8（2026）年度事業計画案

令和7年度役員会で検討実施した事業報告です。
1　役員会（開催は4月26日、5月11日、7月5日、11月22日、1月23日、2月21日、3月21日の6回）      
2　実施した事業の報告      

 

△印=前年度実績減

 

科 　 目
前 年 度 繰 越
同 窓 会 費
総 会 臨 時 会 費
同 窓 会 協 力 金
雑 　 収 　 入
合 　 計

科 　 目
総 会 費
会 議 費
通 信 発 送 費
印 刷 費
名 簿 管 理 費
Ｈ Ｐ 保 守 費
渉 外 費
学校行事協力費
団 体 等 交 流 費
雑 費
合 　 計

（単位　　円）△印＝減

（単位　　円）△印＝減

（単位　　円）△印＝減

（単位　　円）△印＝減

次年度繰越し
＝ 3,297,201 円

収 入 の 部　 支 出 の 部
4,307,422 円－ 1,010,221円

収入の部

支出の部

上記のとおり
令和7年度会計決算報告を申しあげます
令和8年３月31日

令和8年３月21日

会　  長　前　佳世子
会　  計　吉田　聖子

会計監査　田中　千枝子

収支決裁書・会計通帳・出納
簿等を監査の結果、正確であることを認めます

2,831,760
800,000
50,000
350,000
100

4,031,860 

400,000
60,000
200,000
180,000
55,000
101,200
30,000
150,000
100,000
250,000
1,526,200

231,649
79,624
70,264
221,804
55,000
101,200

0
149,598
7,500
93,582

1,010,221

△ 168,351
19,624

△ 129,736
41,804

0
0

△ 30,000
△ 402

△ 92,500
△ 156,418
△ 515,979

2,831,760
685,000
136,000
651,500
3,162

4,307,422

0
△ 115,000
86,000
301,500
3,062

275,562

前年度より繰越
5,000円×137名
総会及び懇親会開催
払込取扱票による協力金
利息

総会及び懇親会の開催
役員幹事会費
会報発送費
会報・払込取扱票印刷費
名簿データ更新管理費
ホームページ維持更新費
慶弔費
卒業証書用ケース、全国大会出場等
鶴見商業同窓会記念祝賀会参加費補助
卒業生表彰経費等

収入の部

支出の部

3,297,201
685,000
136,000
651,500
3,162

4,772,863

231,649
79,624
70,264
221,804
55,000
101,200

0
149,598
7,500
93,582

1,010,221

400,000
80,000
150,000
280,000
55,000
101,200
30,000
170,000
80,000
250,000
1,596,200

168,351
376

79,736
58,196

0
0

30,000
20,402
72,500
156,418
585,979

3,297,201
650,000
100,000
400,000
2,500

4,449,701

0
△ 35,000
△ 36,000
△ 251,500
△ 662

△ 323,162

前年度より繰越
5,000円×130名
有料会員50人見込み
払込取扱票による協力金
利息のみ

総会及び懇親会開催のため
役員幹事会費
会報発送費
会報・払込取扱票印刷費
名簿データ更新管理費
ホームページ維持費
慶弔費
卒業証書用ケース・激励金
学校、他校同窓会等の交流
卒業生表彰経費外雑費

次年度繰越し
＝2,853,501 円

収 入 の 部　 支 出 の 部
4,449,701 円－ 1,596,200 円

科 　 目
前 年 度 繰 越
同 窓 会 費
総 会 臨 時 会 費
同 窓 会 協 力 金
雑 　 収 　 入
合 　 計

科 　 　 目
総 　 会 　 費
会 　 議 　 費
通 信 発 送 費
印 　 刷 　 費
名 簿 管 理 費
H P 保 守 費
渉 　 外 　 費
学校行事協力費
団 体 等 交 流 費
雑 　 　 　 費
合 　 　 　 計

① 同窓会報の発行
② 総会と懇親会
③ 同窓会ＨＰ掲載 
④ 同窓会協力金
⑤ 在校生への援助
⑥ 卒業生への表彰  
⑦ 卒業生への激励
⑧ その他取り組み 

８ページカラー版で発行しました。      
母校食堂で開催しました。詳細は４及び5面参照。      
NEWSで、入学式、在校生の全国大会出場及び卒業式等を掲載しました。      
年度内に７３名の方に総額６５１,５００円のご協力をいただきました。      
全日本高校ボーリング選手権、全国高校軽音楽コンテスト、全国商業高校英語スピーチコンテストに出場し、援助しました。
全商協会各種検定１級取得者に「住商同窓会賞・表彰」を贈呈しました。      
新会員となる卒業生１３７名に「卒業証書ケース」を贈呈しました。      
母校の入学式、卒業式に出席し、種々の情報交換を進めました。

令和8年度役員会で検討実施する事業計画です。
1　役員会（開催予定は、４月下旬、５月中旬、９月初旬、１１月下旬、１月下旬、２月下旬、３月下旬の７回）
2　継続実施する事業の計画
① 同窓会報の発行
② 総会と懇親会
③ 同窓会ＨＰ掲載 
④ 同窓会協力金
⑤ 在校生への援助
⑥ 卒業生への表彰  
⑦ 卒業生への激励
⑧ その他取り組み 

充実した８ページカラー版の内容改善を図ります。
参加の皆さんが楽しくなる同窓の場となるよう改善を図ります。母校で開催します。   
ＨＰをさらに見やすく、親しみやすいものに更新し、記事の充実と掲載回数を増やすよう改善を図ります。
母校と後輩の皆さんのために多くの方々にご協力をお願いいたします。
全国大会出場生徒に必要経費の一部の援助継続を図ります。
全商協会各種検定１級取得者に「住商同窓会賞・表彰」の贈呈継続を図ります。 
新会員となる卒業生に「卒業証書ケース」の贈呈を行います。
学校行事の参加、役員研修会実施、学校関係団体との情報交換会参加を図ります。

摘　　要

摘　　要

摘　　要

予算比決算額予算額

摘　　要予算比決算額予算額

増　減収入予算前年度実績

増　減支出予算前年度実績
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にご協力を！

◆データ送信の場合
　 同窓会ＨＰはウェブ検索で【住商同窓会】と漢字入力⇒検索。住吉商業高校
同窓会公式ＨＰにアクセス。連絡フォーム⇒詳しくはこちらからへ⇒ワード
原稿と写真データ添付して送信お願いします。

◆郵送の場合
　 原稿と返却不要の写真を同封して、〒559-0013大阪市住之江区御崎７－12－
55住吉商業高校同窓会事務局宛に「会報原稿在中」と明記して郵送お願いします。

1月31日到着分までとさせていただききます。
◆締め切り

同
窓
会「
協
力
金
」に
ご
協
力
頂
い
た
方
々

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。　
　
　
（
敬
称
略
）

　少子化、私学無償化等により府立高校の約
4割が定員割れに至っています。私学の入試
時期の早さ、建物や設備が充実しているのが

原因といわれています。母校が校舎や設備面で改善されることを期待して
います。母校は厳しいなかでも、資格取得や韓国の高校との交流など積極
的に取り組んでおり、同窓会としても継続して支援をしています。昨年も総
会及び懇親会で会長あいさつのとおり、ＯＢ訪問を行い、会報の送付対象
の検討を重ね、今回は新卒・前年卒に協力金拠出者、寄稿者、教職員ＯＢに
送付いたします。
　発送には留意しておりますが、住所変更他で会報が届かない等のご連絡
は同窓会事務局宛に郵送でお願いします。電話連絡はご遠慮ください。ご
理解賜りますようお願いいたします。

　
住
吉
商
業
高
校
同
窓
会
で
は
、２
０
０
８

年
以
降
会
員
名
簿
は
作
成
し
て
お
り
ま
せ

ん
。会
報
送
付
用
の
新
卒
業
生
手
書
き
の

「
住
商
同
窓
会
住
所
録
カ
ー
ド
」（
卒
業
２

年
保
存
後
に
廃
棄
）し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
窓
を
名
乗
ら
れ
て
同
窓
会
・
学
校
に

住
所
等
の
ご
照
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
も
一

切
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。皆
さ
ま
に
は
、

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
ご
理
解
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「同窓会協力金」
住商同窓会は、卒業生のうち全国商業高等学校協会主催各種検定１級取得者に「住商同窓
会賞」として表彰状と記念品の贈呈、卒業生全員には「卒業証書ケース」贈呈を行っており、
「同窓会激励金」制度により、活動顕著な部活動等に所属する在校生に対して経費の一部を
補助しております。
後輩への激励と住吉商業の発展に寄与する経費の原資として、皆さまの浄財（千円以上）を
是非ともお願い申しあげます。
ご協力の方には、翌年４月発行住商同窓会報にお名前を記載のうえ、送付させていただきま
す。ただし、2月末過ぎに振り込まれた場合は、さらに1年遅れの掲載・送付となります。
※払込取扱票の写真見本です。払込事務費は同窓会負担していますので、よろしくお願いい
たします。

恩師やクラブ活動の思い出・エッセイ、同期会又はクラス同窓会報告・会員の
活躍、旅行記等、４００字程度の原稿と写真のご寄稿をお願いします。原稿には
「記事タイトル・卒業年・代表者名・連絡先」の明記をお願い申しあげます。
編集の都合により原稿に最小限の手を加える場合があります。また、掲載にそぐ
わないと役員会で判断した場合は掲載しておりません。ご理解のほどよろしくお
願いいたします。

会
報
記
事
の
原
稿
募
集
！

同
窓
会
員
の

個
人
情
報
は
非
公
開
で
す

番号 お　名　前 卒業年等 番号 お　名　前 卒業年等 番号 お　名　前 卒業年等 番号 お　名　前
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

教職員
教職員
S.25
S.28
S.29
S.30
S.32
S.32
S.32
S.33
S.34
S.35
S.35
S.36
S.36
S.37
S.37
S.37
S.37

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57

58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73

S.37
S.37
S.37
S.37
S.37
S.37
S.39
S.40
S.40
S.40
S.41
S.41
S.41
S.41
S.41
S.42
S.42
S.42
S.42

S.42
S.43
S.43
S.43
S.43
S.44
S.44
S.45
S.45
S.45
S.45
S.47
S.47
S.47
S.47
S.47
S.48
S.48
S.48

S.48
S.48
S.48
S.48
S.48
S.49
S.49
S.49
S.53
S.53
S.53
S.53
S.54
S.56
S.58
H.10

卒業年等
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山 中 　 章 市
堤 　 孝 之
梶 田 　 睦
道 野 　 哲 也
後 藤 　 雄
米 田 　 太 一
勝 本 　 幸 治
秋 　 侑
金 谷 　 郁 子
小 山 　 東 輔
小 田 　 忠 司
吉 田 　 勝 重
高 木 　 勝 己
中 村 　 正 彦
上 野 　 義 雄
林 　 惠 子
田 辺 　 義 二
花 山 　 宗 一
加藤　多恵子

安 部 　 俊 一
天 野 　 正 信
中 岡 　 昭 次
渡瀬　日出子
時武　美津子
杉 浦 　 勇
白鳥 温美 　　　
前 　 佳 世 子
浜 口 　 正 明
上 田 　 弘 之
百 野 　 高 史
杉 　 孝 一
上 野 　 優 子
阪 口 　 糸 美
下 家 　 薫
久 保 　 隆 史
原 田 　 吉 雄
今 廣 　 勝 全
小 﨑 　 正 博

角 田 　 実
岩 永 　 康 一
森 原 　 雅 子
服 部 　 明 子
岡 本 　 健
志 場 　 隆
田井　多津子
八重樫　隆子
畠 山 　 良 一
中 村 　 啓 子
増田 京子 　　　
佐 柄 　 義 博
丹 羽 　 次 郎
古 橋 　 忠 男
田辺　恵美子
長尾　貴美子
金 村 　 雄 仁
斧 　 泰 夫
広 田 　 正 博

荒 木 　 智 子
坂 口 　 朋 子
氏原　美代子
田中　千枝子
谷 本 　 廣 二
荒 木 　 一 彦
吉 川 　 純 子
鈴 木 　 幸 子
樋 口 　 誓 子
井 上 　 恵 子
石 村 　 慎 一
山 田 　 貴 士
草 間 　 峰 子
中 武 　 和 恵
浅 野 　 圭 三
樋 口 　 友 美

旧姓
山田

旧姓
盛


